
コンセプト 「スポーツの多様な価値（力や可能性）を伝えるネットワークの拠点」

スポーツ博物館将来構想検討会議の意見を踏まえた今後のスポーツ博物館イメージ（案）

参考資料２

スポーツ博物館は、その多面的な機能を通して広く国民に「スポーツの多様な価値（力や可能性）」を伝え、関係者と適切な
役割分担の下、必要な連携・協力によりスポーツの振興を図り、もって「スポーツ立国」の実現に寄与する。

〇生きがいに満ちた生活
〇より豊かな生活
〇安全への理解 等

【対社会】
〇より能力の高い人材育成
〇地域活性化・地方創生
〇経済成長・ビジネス発展
〇持続可能性の向上

〇共生社会・ダイバーシティの実現
〇環境保全、自然保護
〇人権尊重社会
〇相互理解、平和 等

スポーツの価値：力と可能性
（特に見えにくいものに留意）

もたらしうる
具体的な成果

スポーツが貢献する
社会的テーマ

●スポーツ参画人口の拡大
・スポーツをはじめる人の増加

●活力があり絆の強い社会
の実現
・障害者スポーツを支援する人
の増加

・自治体による地域資源を活
用したスポーツ大会の開催

・企業によるスポーツ団体と協
力した新たなビジネスの創出

●クリーンでフェアな
スポーツの推進
・コンプライアンス違反や指導

者の体罰・暴力等の根絶 等
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目 的：

【対個人】
〇健康の保持増進
〇心身の健全な成長・発達

スポーツの価値は多様でわかりにくい面もあることから、資料展示や教育普及活動を通じて、スポーツのもつストーリーや事
象の背景を含めて体系的に訴えかけることにより、人々がより容易に、より深くスポーツの価値を理解することができる。
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【個人的な価値】

○心身の健康、成長に寄与
○多様な生きがい
○達成感、充足感

【教育的な価値】

○人を育てる有力なツール
○公平性、公正性を学ぶツール
○挑戦することの大事さを学ぶツール
○自分（達）を省みる、考えるきっかけ

【社会・経済的な価値】

○多くの人が集まるスポーツイベントの
開催やツーリズムの実践による交流
人口の拡大

○感動や誇りを通じて困難を
乗り越える力

【国際的な価値】

○国際交流による相互理解のきっかけ
等

調査研究（価値づけ）

収集・保存（継承）
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※専門職員による資料調査が必要

展示
教育普及
（育成）

スポーツ博物館

ストーリー

（段階的整備・拡張）
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